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沿  革

奈良町にぎわいの家は、もとは当地で骨董商を営んだ大隅家の
住宅でした。大隅家は、中新屋町有文書の安政4年（1857）の史料
に「隅屋善七」と初出します。家業は繁栄し、明治32年（1899）の
『奈良繁昌記』の骨董商の項に「大隅安三郎」の名がみえます。
明治期に数回にわたって敷地を買い足しており、大正元年（1912）
に現在の範囲を所有するに至ったのを機に、全体を建て替えたよう
です。
昭和48年（1973）に大隅家の手を離れた後も住宅として使われ
ていましたが、平成25年（2013）に奈良市が取得。改修工事
を経て、平成27年（2015）4月、「奈良町にぎわいの家」として
開館しました。以来、奈良町家の空間を生かした様々な催しを
実施し、その名の通り国内外から奈良町を訪れる多くの人で賑
わっています。

建築年代

主屋4ヵ所と離れの天井裏で、建築年代と建築関係者
の名前等が書かれた棟札や棟木銘が発見され、離れは
大正2年（1913）、主屋は大正6年（1917）に上棟したこと
が判明しました。
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位  置 

奈良町にぎわいの家は、「奈良町※」と呼ばれる旧市街地の中心部、奈良市中新屋町にあります。
中新屋町は隣接する西新屋町・芝新屋町と共に「三新屋」と称され、室町時代末から江戸時代
初期にかけて、元興寺衰退後の中心伽藍跡に新しく家屋が建てられてできた町です。そうした
状況は、当館前の道がすぐ南側で元興寺金堂跡に突き当たって東西に分かれていることからも
うかがえます。
また、当館前のこの道は「上街道」といい、猿沢池を起点に奈良盆地の南北を結ぶ主要路とし
て江戸時代～近代に大変栄え、伊勢参りでも賑わいました。建築当時の大正時代も奈良町の
一等地として商店が建ち並んでいたそうです。
※奈良町は、奈良時代（710～794）に造営された平城京の東端部［外京（げきょう）］
にあたり、現在も街区割に平城京の条坊制の痕跡をとどめています。平安時代以
降もこの地に残った東大寺・興福寺・春日大社・元興寺などの大寺院・神社を中心
にまちができ、｢南都｣と呼ばれました。盛衰を経て、江戸時代はじめには産業
（奈良晒、酒、墨、旅籠など）のまちとして発展しました。これが現在の旧市街地に
受け継がれています。
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奈良町
にぎわいの家

（金堂跡）

上街道（江戸時代～近代）

離 れ

主屋：木造二階建、瓦葺、建築面積203m2、高塀付＜大正6年/昭和後期・平成27年改修＞
離れ：木造平屋建、瓦葺、建築面積49m2＜大正2年/平成27年改修＞
待合：木造平屋建、瓦葺、建築面積2.8m2＜大正6年頃/平成27年改修＞
蔵　：土蔵造二階建、瓦葺、建築面積26m2＜江戸後期/大正前期・平成27年改修＞
●登録日／平成29年5月2日　●登録件数／ 4件　●所有者／奈良市
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近代感覚の明るい町家

間口の広い町家では、主屋の側面（当館の場合、
北側の庭園部分）に座敷棟を設けるのが一般的
です。これに対し、当館では後方に15畳座敷を
配し、さらに2階座敷を載せており、他に類を見
ない形態となっています。

自由な発想

仏間を座敷から張り出して建てる点や玄関・茶室から15畳座
敷に続く廊下を配する点も、一般的な町家とは一線を画して
います。

建築への思い入れ～棟札・棟木銘＊～

建築年代、施主、施工者を記した銘文があちこちにある
のも非常に珍しく、施主や大工の思い入れの強さが
伺えます。
＊棟札（玄関部）と棟木銘3ヵ所（表屋・主体部南北棟・同東西棟）。
　一般的には1ヵ所に記されます。

建築中も考える

茶室や仏間の納まり等から、計画的でなく建築中に
考えながら建てていった様子が見てとれます。この
ことは、大量生産・高速化の社会が形成される以前の
時代の建築のあり方をよく示しています。

山賀 熊吉［やまが くまきち］
主屋の棟札・棟木に記載された「大匠棟梁」は、宮大工でもあった山賀熊吉氏（1868～1949）。
法隆寺の修理や広島県の竹林寺三重塔の東京椿山荘への移築事業に携わったとされる他、
奈良女子高等師範学校（現奈良女子大学）や飛鳥小学校校舎の建築など、奈良町で活躍しました。

奈良町にぎわいの家は、
近代の自由な発想で
建てられました。

江戸幕府によるさまざまな
建築制限から解放され、

また、大正期の自由な空気を反映して、
伝統にとらわれずに建てられました。

施主と大工棟梁のその想いが今に伝わります。

主屋｜北面　複雑な屋根形状の珍しい外観

間口の広い町家では、横に座敷を造る

座敷を増設した場合

2階に
座敷を造る

【一般的な町家】 【奈良町にぎわいの家】

①

②

棟 

梁

【一般的な町家】【一般的な町家】 【奈良町にぎわいの家】【奈良町にぎわいの家】

大正生まれの 奈良町家

敷地の奥に
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座敷
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下手（土間側）に設ける

側面も全面が庭になっている
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3 眺望を楽しむ

建築当時は主屋2階＊から周囲
の町並みや興福寺南円堂（世界
遺産）が望めたと考えられ、古建
築の眺望を楽しむといった奈良
町の庶民の近代化の一端を示し
ています。
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家人・家族の
ための空間

客の
ための空間

商売の
ための空間

土
間

土
間

庭

庭客
の
動
線

庭

庭

庭

増 

設

南
円
堂
を

眺
め
る

坪庭 玄関

みせのま みせのま

玄関坪庭 茶
室



表屋・玄関部・主体部 ＜大正6年（1917)＞主 

屋

主屋西側廊下

表 屋

主屋

はなれ

蔵

裏 庭

渡り廊下

道 路

道 路

主屋西面

主屋は、大正期の奈良における大規模な町家です。保存状態は良好で、伝統的な町並みが
残る奈良町中心部にあって整った外観を維持しています。また、北側に庭をとり、後方に
2階建の座敷を置く構成は特異で、廊下を設ける平面計画も巧妙であり、自由で柔軟な発想
の独特な建築となっています。

（おもや）

表屋２階は、一般的には板張の物置ですが、当館
では畳敷の和室になっています。昇り降りしや
すい広い階段があるのも珍しい点です。２階の
壁の隅には小さな戸があり、使用人などが隣室
から給仕等を行ったとみられます。これらは、２階
で客と商談などを行うためのつくりと考えられ
ます。
なお、重要な客は奥座敷や2階座敷（主体部）で
もてなしたと推察されます。

表 屋 造｛ ｝

商 売 の た め の 空 間

主体部

玄 関
店舗（表屋）と
居住空間（主体部）を
分けて建て、
その間に玄関を設ける。

表屋　格子/外壁：黒漆喰
表屋2階

中庭

坪
庭

当館は、表屋を設けた「表屋造」です。
道路に面して表屋、少し奥に主体部を建て、

その間を玄関でつないでいます。

おもてやづくり

 表屋造 
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＜大正2年（1913)＞離 

れ
円窓や瀟洒な手すり等を用いた外観や、花頭窓
を用いた座敷等に意匠の特徴が見られます。
小屋組は、内屋根を設けてその上に土を載せる＊

など特異な形式です。
＊奈良町家では他に例が見られず、土を載せた理由がよく分かっていません。防火や断熱等の目的が考えられます。

通り庭（土間）通り庭の木組

・通常の屋根の下にもう一つ屋根が
造られています。（内屋根）
・内屋根の上に土が載せられています。

花頭窓

土が載せられている

土が載せられて
いる部分

珍しい天井裏｛ ｝

　臼型の庭石・井戸

仏
間・格
天
井

渡
り
廊
下・数
寄
屋
造

円窓



＊待合と露地：茶道の空間には、茶席（お茶をいただく部屋）、待合（茶席に入室する際に腰を掛けて待つと
ころ）、茶室の庭である露地（手と口を清める蹲踞(つくばい)や飛び石を配する）があります。

待合 高塀／潜り門露地

＜江戸時代後期＞

蔵

＜大正6年頃＞

待 

合
（まちあい）

　手斧はつりの痕跡 　入口 蔵

この蔵は大正期にも解体されず、修理して使
われていました。主要な材が蛤刃の手斧仕上
げであることは年代の古さを示します。
江戸後期以前に建てられた、奈良町最古級の
蔵と考えられています。

はまぐりば ちょうな

主屋の茶室と一連の計画のもとに建てられました。丸太・竹・杉皮・
自然石等を用い、円窓や菱形の窓をあしらった瀟洒な意匠を持つ
佳品といえます。
奈良の町家では、通りに面する高塀に設けた潜り門を露地＊の入り
口とすることが多く、にぎわいの家もその一例です。
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奈良町
にぎわいの家

令和3年10月発行

さ ま ざ ま な 意 匠
奈 良 町 家 の 遊 び 心

開館時間　9:00 － 17:00
休館日　毎週水曜日（祝日の場合は開館・休館日が変わります）、年末年始
入館料　無料

作成：奈良町にぎわいの家管理共同体
協力：奈良市教育委員会

〒630-8333　奈良市中新屋町５

https://naramachi-nigiwainoie.jp/
4

一条南大路

二条大路
1　15帖 天袋小襖（江戸時代の大和絵 源氏物語より）
2　15帖 黒漆螺鈿床框　
3　仏間 格天井（宝相華文）
4　仏間 花頭窓
5　渡り廊下 手すりの市松模様
6　離れ 円窓

奈良町にぎわいの家

TEL ：0742-20-1917　Mail：nigiwainoie@gmail.com
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分

7　離れ 杉戸絵（芦雁図）
8　離れ座敷 釘隠し（宝相華文）
9　離れ座敷 襖の引手（銭形）
10　6帖 小襖板戸（雪中柳鷺図）
11　6帖 襖の引手（茗荷） 
12　1階廊下 掛け金（兎と月）

13　4帖半茶室 半月窓
14　2階座敷 床柱（古建築の古材を使用）※非公開
15　待合 鬼瓦（角と丸の幾何学的な瓦のデザイン）
16　坪庭 伽藍石
17　主屋北外壁 持ち送り金物

床の間は、日本を代表する木竹工芸師・
川﨑鳳嶽氏（1937～2016）監修。
氏は当館改修の際（平成27年）に、東大寺
など由緒ある社寺の貴重な古材等を提供
され、見事なしつらえが完成しました。
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八帖茶室



近鉄奈良駅

◀JR奈良駅

▼田中町バス停

椿井小学校

なら工芸館 奈良町情報館

御霊神社

ならまち
センター

猿田彦神社

采女神社

三条通り

興福寺

元興寺
卍史料保存舘

杉岡華邨
書道美術館

からくり
おもちゃ館

東
向
商
店
街
も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街

も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街

下
御
門
商
店
街

下
御
門
商
店
街

奈良町
物語館

ならまち
格子の家

猿沢池猿沢池

奈良町
にぎわいの家

位  置 

奈良町にぎわいの家は、「奈良町※」と呼ばれる旧市街地の中心部、奈良市中新屋町にあります。
中新屋町は隣接する西新屋町・芝新屋町と共に「三新屋」と称され、室町時代末から江戸時代
初期にかけて、元興寺衰退後の中心伽藍跡に新しく家屋が建てられてできた町です。そうした
状況は、当館前の道がすぐ南側で元興寺金堂跡に突き当たって東西に分かれていることからも
うかがえます。
また、当館前のこの道は「上街道」といい、猿沢池を起点に奈良盆地の南北を結ぶ主要路とし
て江戸時代～近代に大変栄え、伊勢参りでも賑わいました。建築当時の大正時代も奈良町の
一等地として商店が建ち並んでいたそうです。
※奈良町は、奈良時代（710～794）に造営された平城京の東端部［外京（げきょう）］
にあたり、現在も街区割に平城京の条坊制の痕跡をとどめています。平安時代以
降もこの地に残った東大寺・興福寺・春日大社・元興寺などの大寺院・神社を中心
にまちができ、｢南都｣と呼ばれました。盛衰を経て、江戸時代はじめには産業
（奈良晒、酒、墨、旅籠など）のまちとして発展しました。これが現在の旧市街地に
受け継がれています。

沿  革

奈良町にぎわいの家は、もとは当地で骨董商を営んだ大隅家の
住宅でした。大隅家は、中新屋町有文書の安政4年（1857）の史料
に「隅屋善七」と初出します。家業は繁栄し、明治32年（1899）の
『奈良繁昌記』の骨董商の項に「大隅安三郎」の名がみえます。
明治期に数回にわたって敷地を買い足しており、大正元年（1912）
に現在の範囲を所有するに至ったのを機に、全体を建て替えたよう
です。
昭和48年（1973）に大隅家の手を離れた後も住宅として使われ
ていましたが、平成25年（2013）に奈良市が取得。改修工事
を経て、平成27年（2015）4月、「奈良町にぎわいの家」として
開館しました。以来、奈良町家の空間を生かした様々な催しを
実施し、その名の通り国内外から奈良町を訪れる多くの人で賑
わっています。

建築年代

主屋4ヵ所と離れの天井裏で、建築年代と建築関係者
の名前等が書かれた棟札や棟木銘が発見され、離れは
大正2年（1913）、主屋は大正6年（1917）に上棟したこと
が判明しました。

令和3年10月発行
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さ ま ざ ま な 意 匠
奈 良 町 家 の 遊 び 心

開館時間　9:00 － 17:00
休館日　毎週水曜日（祝日の場合は開館・休館日が変わります）、年末年始
入館料　無料

作成：奈良町にぎわいの家管理共同体
協力：奈良市教育委員会

〒630-8333　奈良市中新屋町５

https://naramachi-nigiwainoie.jp/
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1　15帖 天袋小襖（江戸時代の大和絵 源氏物語より）
2　15帖 黒漆螺鈿床框　
3　仏間 格天井（宝相華文）
4　仏間 花頭窓
5　渡り廊下 手すりの市松模様
6　離れ 円窓

奈良町にぎわいの家

TEL ：0742-20-1917　Mail：nigiwainoie@gmail.com

建築
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1917

主体部 玄関部 表 屋

奈良町
にぎわいの家

（金堂跡）

上街道（江戸時代～近代）

離 れ

主屋：木造二階建、瓦葺、建築面積203m2、高塀付＜大正6年/昭和後期・平成27年改修＞
離れ：木造平屋建、瓦葺、建築面積49m2＜大正2年/平成27年改修＞
待合：木造平屋建、瓦葺、建築面積2.8m2＜大正6年頃/平成27年改修＞
蔵　：土蔵造二階建、瓦葺、建築面積26m2＜江戸後期/大正前期・平成27年改修＞
●登録日／平成29年5月2日　●登録件数／ 4件　●所有者／奈良市

2F 2F

登録有形文化財
概要

7　離れ 杉戸絵（芦雁図）
8　離れ座敷 釘隠し（宝相華文）
9　離れ座敷 襖の引手（銭形）
10　6帖 小襖板戸（雪中柳鷺図）
11　6帖 襖の引手（茗荷） 
12　1階廊下 掛け金（兎と月）

13　4帖半茶室 半月窓
14　2階座敷 床柱（古建築の古材を使用）※非公開
15　待合 鬼瓦（角と丸の幾何学的な瓦のデザイン）
16　坪庭 伽藍石
17　主屋北外壁 持ち送り金物

床の間は、日本を代表する木竹工芸師・
川﨑鳳嶽氏（1937～2016）監修。
氏は当館改修の際（平成27年）に、東大寺
など由緒ある社寺の貴重な古材等を提供
され、見事なしつらえが完成しました。
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近代感覚の明るい町家

間口の広い町家では、主屋の側面（当館の場合、
北側の庭園部分）に座敷棟を設けるのが一般的
です。これに対し、当館では後方に15畳座敷を
配し、さらに2階座敷を載せており、他に類を見
ない形態となっています。

自由な発想

仏間を座敷から張り出して建てる点や玄関・茶室から15畳座
敷に続く廊下を配する点も、一般的な町家とは一線を画して
います。

建築への思い入れ～棟札・棟木銘＊～

建築年代、施主、施工者を記した銘文があちこちにある
のも非常に珍しく、施主や大工の思い入れの強さが
伺えます。
＊棟札（玄関部）と棟木銘3ヵ所（表屋・主体部南北棟・同東西棟）。
　一般的には1ヵ所に記されます。

建築中も考える

茶室や仏間の納まり等から、計画的でなく建築中に
考えながら建てていった様子が見てとれます。この
ことは、大量生産・高速化の社会が形成される以前の
時代の建築のあり方をよく示しています。

山賀 熊吉［やまが くまきち］
主屋の棟札・棟木に記載された「大匠棟梁」は、宮大工でもあった山賀熊吉氏（1868～1949）。
法隆寺の修理や広島県の竹林寺三重塔の東京椿山荘への移築事業に携わったとされる他、
奈良女子高等師範学校（現奈良女子大学）や飛鳥小学校校舎の建築など、奈良町で活躍しました。

奈良町にぎわいの家は、
近代の自由な発想で
建てられました。

江戸幕府によるさまざまな
建築制限から解放され、

また、大正期の自由な空気を反映して、
伝統にとらわれずに建てられました。

施主と大工棟梁のその想いが今に伝わります。

表屋・玄関部・主体部 ＜大正6年（1917)＞

＜大正2年（1913)＞

主 

屋

主屋西側廊下

表 屋

主屋

はなれ

蔵

裏 庭

渡り廊下

道 路

道 路

主屋西面

主屋｜北面　複雑な屋根形状の珍しい外観

間口の広い町家では、横に座敷を造る

座敷を増設した場合

2階に
座敷を造る

主屋は、大正期の奈良における大規模な町家です。保存状態は良好で、伝統的な町並みが
残る奈良町中心部にあって整った外観を維持しています。また、北側に庭をとり、後方に
2階建の座敷を置く構成は特異で、廊下を設ける平面計画も巧妙であり、自由で柔軟な発想
の独特な建築となっています。

離 

れ
円窓や瀟洒な手すり等を用いた外観や、花頭窓
を用いた座敷等に意匠の特徴が見られます。
小屋組は、内屋根を設けてその上に土を載せる＊

など特異な形式です。
＊奈良町家では他に例が見られず、土を載せた理由がよく分かっていません。防火や断熱等の目的が考えられます。

通り庭（土間）通り庭の木組

＊待合と露地：茶道の空間には、茶席（お茶をいただく部屋）、待合（茶席に入室する際に腰を掛けて待つと
ころ）、茶室の庭である露地（手と口を清める蹲踞(つくばい)や飛び石を配する）があります。

待合 高塀／潜り門露地

（おもや）

表屋２階は、一般的には板張の物置ですが、当館
では畳敷の和室になっています。昇り降りしや
すい広い階段があるのも珍しい点です。２階の
壁の隅には小さな戸があり、使用人などが隣室
から給仕等を行ったとみられます。これらは、２階
で客と商談などを行うためのつくりと考えられ
ます。
なお、重要な客は奥座敷や2階座敷（主体部）で
もてなしたと推察されます。

＜江戸時代後期＞

蔵

表 屋 造｛ ｝

・通常の屋根の下にもう一つ屋根が
造られています。（内屋根）
・内屋根の上に土が載せられています。

花頭窓

土が載せられている

土が載せられて
いる部分

珍しい天井裏｛ ｝

＜大正6年頃＞

待 

合
（まちあい）

商 売 の た め の 空 間

主体部

玄 関
店舗（表屋）と
居住空間（主体部）を
分けて建て、
その間に玄関を設ける。

　臼型の庭石・井戸

　手斧はつりの痕跡 　入口 蔵

この蔵は大正期にも解体されず、修理して使
われていました。主要な材が蛤刃の手斧仕上
げであることは年代の古さを示します。
江戸後期以前に建てられた、奈良町最古級の
蔵と考えられています。

はまぐりば ちょうな

主屋の茶室と一連の計画のもとに建てられました。丸太・竹・杉皮・
自然石等を用い、円窓や菱形の窓をあしらった瀟洒な意匠を持つ
佳品といえます。
奈良の町家では、通りに面する高塀に設けた潜り門を露地＊の入り
口とすることが多く、にぎわいの家もその一例です。

ろ    じ

表屋　格子/外壁：黒漆喰
表屋2階

中庭

坪
庭

仏
間・格
天
井

渡
り
廊
下・数
寄
屋
造

円窓

当館は、表屋を設けた「表屋造」です。
道路に面して表屋、少し奥に主体部を建て、

その間を玄関でつないでいます。

おもてやづくり

 表屋造 

【一般的な町家】 【奈良町にぎわいの家】

①

②

棟 

梁

【一般的な町家】【一般的な町家】 【奈良町にぎわいの家】【奈良町にぎわいの家】
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大正生まれの 奈良町家

敷地の奥に
座敷を造る

座敷

廊下

仏間

庭

押入
床の間

なし
手前の部屋を通らないと
奥の部屋に行けない

押入や床の間と同様の位置に
設ける

あり
他の部屋を通らずに
奥の部屋に行くことができる

下手（土間側）に設ける

側面も全面が庭になっている

建物から特別に張り出して
設ける

上手（土間と反対側）に設ける

正面と背面のみ

蛤
刃
の
削
り
跡（
は
つ
り
跡
）が
丸
く
な
り
ま
す
。
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3 眺望を楽しむ

建築当時は主屋2階＊から周囲
の町並みや興福寺南円堂（世界
遺産）が望めたと考えられ、古建
築の眺望を楽しむといった奈良
町の庶民の近代化の一端を示し
ています。
＊非公開

家人・家族の
ための空間

客の
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商売の
ための空間
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土
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